
佳作 18 10 2 30
計 33 21 9 63

小学校の部 　中学校の部 高等学校の部

準入選 9 5 1 15

2 6
応募学校数 38 36 ▲ 2 入選 3 3 3 9

1 1 3
応募市町村数 13 11 ▲ 2 優秀賞 2 2
応募作品数 380 352 ▲ 28 最優秀賞 1

令和２年度青森県明るい選挙啓発ポスターコンクール優秀作品集

令和元年度 令和２年度 前年比 小学校 中学校 高校 計

応募状況 優秀作品

最優秀賞

～審査員コメント～

画面いっぱいにくじらが描かれ、

圧倒的な存在感です。潮を吹き

ながら大海原を悠々と泳ぐくじら

といっしょに投票に行けば、明る

い未来への希望がふくらむような

気持ちになります。

～審査員コメント～

「…うん、行ってみようかな」

と返したくなる魅力的なポスター

です。自分の1票を投じる行動が

世の中を変えることへつながると

信じて、このポスターのように誘

い合ってみてはどうでしょうか。

～審査員コメント～

「日本の未来を明るく」という

コピーに、カラフルな配色の図案

がとてもよく合っているポスターで

す。日本の隅々まで花が咲く様子

は、政治によって豊かになる地方

の暮らしを想像させます。

大橋 碧空
三沢市立木崎野小学校（6年）

～審査員コメント～

18歳は投票による選挙への参加

のスタートライン。その一歩を踏

み出そうとする後ろ姿と「踏み出さ

ないと何も変わらない」というコ

ピーから、まっすぐ未来を見つめ

る視線まで感じられます。

優秀賞（小学校の部）

中野 心晴
むつ市立第三田名部小学校（3年）

藤村 梓未
八戸市立豊崎中学校（3年）

大舘 咲姫
八戸工業大学第二高等学校（1年）（当時）

木村 結実
八戸市立桔梗野小学校（6年）

～審査員コメント～

投票による一人一人の意思表明

のバトンを、政治に反映させてほし

いと願う気持ちが伝わってきます。

強調したい言葉を赤色にすることで、

ぱっと目に入りやすく効果的な表現

になっています。



優秀賞（中学校の部）

横島 ほのみ

八戸市立根城中学校（1年）

～審査員コメント～

かわいい動物たちを描くことで、

選挙に対する親しみやすさが生ま

れています。自分がもつ一票はた

だの一票じゃないこと、みんなが

そう思うことの大切さも、しっかり

と訴えています。

安藤 萌百
平川市立平賀東中学校（2年）

～審査員コメント～

宇宙飛行士が「一票」を投じる

場面を描いています。「一」の文

字を投票用紙に見立てている表現

も面白い工夫です。日本でも、宇

宙からの投票が可能になる日が来

るかもしれませんね。

優秀賞（高等学校の部）

小田切 笙
八戸工業大学第二高等学校（1年）

萩野 蒼彩
八戸工業大学第二高等学校（1年）

～審査員コメント～

「TOHYO２０２０」というコピー

や写楽が描いた役者の手元を投票

のポーズにするなど、アレンジの

面白さが楽しいポスターです。着

物と背景の色を近くすることで、統

一感のある画面になりました。

～審査員コメント～

丸みのある絵柄や手書き風のレ

タリング、淡い色の配色の効果で、

ほのぼのとした空気感を生み出し

ています。ぶたの貯金箱にお金を

入れるように、投票箱にも大切な

一票がたくさん入るといいですね。



入選（小学校の部）

山下 翔真
むつ市立第三田名部小学校（1年）

～審査員コメント～

様々ないきものを、色をたくさん

使って描いています。よく晴れた空に

は虹も出て、夢の国のような楽しさ

を感じさせます。人も動物もみんな

が幸せになる明るい選挙ポスターで

す。

村上 文寧
八戸市立桔梗野小学校（6年）

小野 瑛平
青森市立橋本小学校（6年）

～審査員コメント～

あらゆる世代の人たちが投票して

いる中には、初めて投票する18歳も

いることでしょう。みんなで選挙に行

くことで、緊張もやわらぐかもしれま

せんね。真剣な顔も笑顔も見えるポ

スターです。

～審査員コメント～

家族を守るためにも投票に行こう

と呼びかけています。家族をぐるっ

と囲みながら投票する手は、大きな

ハートやりんごの形にも見えます。

あたたかみのあるピンク色の背景が

やさしい印象です。

入選（中学校の部）

山口 結願
青森県立弘前実業高等学校（3年）

～審査員コメント～

投票箱から飛び出していく投票用紙

は、「FUTURE（未来）」という文

字を形成しています。レモンイエロー

とコバルトブルーの配色が視認性を高

めています。

～審査員コメント～

見やすさを重視したレイアウトの中に

も、投票箱を「届」の文字と一体化さ

せたり、投票用紙が折り鶴になって羽

ばたいていったりと、デザイン性の高

いポスターになっています。

村山 菜瑠
青森県立弘前実業高等学校（3年）

～審査員コメント～

選挙によって代表者を決める選挙を、

将棋の場面に例えて表現しています。

「王手」という言葉からは、意思を政

治に反映させる強い気持ちが感じられ

ます。

中村 いぶき
八戸市立豊崎中学校（3年）

木村 紬来
黒石市立黒石中学校（1年）

工藤 寧
鶴田町立鶴田中学校（3年）

～審査員コメント～

人差し指を立てた手は、「選挙」

という文字に視線を誘導し、また、

「一票」という意味ももちます。シン

プルなデザインでダイレクトなメッ

セージを届けているポスターです。

～審査員コメント～

投票用紙が集まってひとつの地図に

なり、進むべき未来への道がつくられ

るというアイデアが秀逸です。自分の

一票も地図の一部なのだと、その重み

に気付かせてくれるポスターです。

～審査員コメント～

投票用紙をジグソーパズルのピー

スに見立てて、その一つ一つに人々

の暮らしや大切なものを描いていま

す。投票箱の中を色彩豊かに表現し、

希望を集めているようです。

入選（高等学校の部）

大橋 翔
八戸学院光星高等学校（3年）



大上 蒼介
むつ市立第三田名部小学校（3年）

畠山 陽翔
青森市立大野小学校（6年）

蛯名 湊翔
むつ市立第三田名部小学校（3年）

準入選（小学校の部）

碇谷 音乃
むつ市立第三田名部小学校（2年）

中野 正翔
むつ市立第三田名部小学校（1年）

秋冨 沙羅
八戸市立南郷小学校（1年）

畑中 聖羅
むつ市立第三田名部小学校（2年）

秋田 侑虎
青森市立戸山西小学校（6年）

大黒 瑛奈
弘前市立大和沢小学校（6年）



準入選（中学校の部）

葛西 大悟
青森市立佃中学校（1年）

相馬 七緒
平賀市立平賀東中学校（3年）

立崎 心乃
八戸市立根城中学校（2年）

甲地 優来
青森市立佃中学校（1年）

倉島 愛怜
黒石市立黒石中学校（1年）

準入選（高等学校の部）

熊谷 咲良
八戸工業大学第二高等学校（1年）



佳作（小学校の部）

舘野 結愛
むつ市立第三田名部小学校（3年）

森 飛翔
八戸市立南郷小学校（1年）

渡部 煌
むつ市立第三田名部小学校（2年）相馬 遥妃

むつ市立第三田名部小学校（2年）

坂本 駈夢
むつ市立第三田名部小学校（1年）

若佐 幸芽
むつ市立第三田名部小学校（1年）

木下 望愛
むつ市立第三田名部小学校（2年）

鈴木 乃愛
むつ市立第三田名部小学校（2年）

須藤 美来
むつ市立第三田名部小学校（2年）

木村 心玲
むつ市立第三田名部小学校（3年）

金野 杏奈
むつ市立第三田名部小学校（3年）

二本栁 珀琥
むつ市立第三田名部小学校（3年）

工藤 陽那汰
むつ市立第三田名部小学校（5年）

庄司 清乃
青森市立戸山西小学校（6年）

立石 悠人
青森市立橋本小学校（6年）

丹代 星羅
青森市立橋本小学校（6年）

髙阪 萌笑
むつ市立第三田名部小学校（6年）

坪 紗衣来
むつ市立第三田名部小学校（6年）



佳作（中学校の部）

小枝 瑚都
弘前市立第三中学校（3年）

佳作（高等学校の部）

長瀬 那菜
八戸学院光星高等学校（3年）

村上 桃香
青森県立弘前実業高等学校（3年）

丹代 裕貴
平川市立平賀東中学校（2年）

工藤 里音奈
弘前市立第三中学校（1年）

髙橋 一志
黒石市立黒石中学校（1年）

前田 楓月
八戸市立根城中学校（2年）

阿保 咲野
弘前市立第三中学校（2年）

田中 未那月
平川市立平賀東中学校（3年）

小林 摩弥
弘前市立第二中学校（2年）

増田 佳央
弘前市立第二中学校（2年）

小林 聖菜
弘前市立第三中学校（2年）

むつ市立第三田名部小学校（ 年） むつ市立第三田名部小学校（6年）


